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大阪府教育情報 ネ ッ トワ ー クの 取 り組み
一授業活用 をふまえた教育情報ネ ッ トワーク の あ り方

一

大阪府教育セ ン ター

情報教育室 北川 敬
一

　社会 ・経済 の 構造 の 変化や個人 の 価値観の 多様化が 進む今 日、児童生徒 の 興味
・
関心に 応 え る学校づ く り

に 向け て 、 「開 か れ た 学 校 」、「学 校 の 特色 づ く り］ 及 び 「学校 の 活性化」 へ の 取 り組 み が始ま っ て い る 。 情

報教育 の 分野 に お い て も 、 通信の 技 術、基 盤 の 整備 と 相 ま っ て コ ン ピ ュ
ータ等情報機 器 の 学校で の 整備が 進

み 、様 々 な取 り組 み が み られ る よ う に な っ て きた 。 こ こ で は 、本府の イ ン ター
ネ ッ トの 授業活用 を紹介する

と と もに 教育情報ネ ッ トワ
ー

クの あ り方 に つ い て 述 べ て み る 。

イ ン ターネ ッ トの 活用事例

　府 立 X 高等学校 の イ ン ターネ ッ トを利用した テ レ コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン へ の取り組 み や課題 などに つ い て

報告す る 。

　　（ア）概要

　　　国 際教養 科を設置 し、「国 際 化 に 対応 し た 教育 」 を推進す る た め の 実践 や 研究を行 っ て い る 。 特に

　　異文化間 の コ ミ＝ ニ ケ
ー

シ ョ ン を重 視 す る と と もに 、「国 際理 解教育が 人権教育 に っ なが る 」 と い う

　　観点か ら、相互理 解 ・相互信頼 の 意識を定 着 させ 、自ら学 び 創 造 す る 力 の 育成 を 目指 し た 学習 を 展 開

　　 して い る。

　　（1）国 際理 解 教 育 、外 国 語 教育 に お け るテ レ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 活 用

　　　授業 に テ レ コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を導入 す る 際 、 次 の 六 つ の 目標 を定 め て 遠隔共同学習を実施 した 。

　　　 ・テ レ コ ミ ュ ニ ーケー
シ ョ ン の 活用 に よ る 授業 の 活性化

　　　 ・
学 習 テーマ の 設定 か ら結諭 に 至 る ま で の 学習 を 通 した 課題解決能力 の 育成

　　　 ・
イ ン タ

ー
ネ ッ ト等 を利用 し た 国 際理解教育 の 推進

　　　 ・英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 の 育成

　　　 ・ マ ル チ メ デ ィ ア を活用 す る 能力 の 育成

　　　 ・情報倫 理 に 対 す る 意 識 の 高 揚

　　　　 こ れ ま で テ レ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を利用 し て 取 り扱 っ て きた テ
ー

マ に は 、 環境、人 権、時事 、社

　　　会及 び高校生活等 に 関するもの が あ る 。 （資料 ）

　　　A 　活用事例 1 「エ イ ズ 教育 に お け る テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 」

　　　　 イ ン タ
ーネ ッ トや テ レ ビ 電話を利用 し、ア メ リカ （テ キ サ ス 州、ハ ワ イ 州 ）及 び 二 ＝

一ジ ーラ ン

　　　 ドと 日本 で ネ ッ トワーク を 通 じて エ イ ズ 教育 の 遼隔共同学習 を実施 した 。

　　　　（E）学校 、 ク ラ ス 、生 徒 の 紹 介 の 手 段 と し て WWW の 利用

　　　　　共 同 学習 の 相手校 と 互 い に イ ン ターネ ッ トの WWW や フ ァ ッ ク ス を利用 して 、学校、ク ラ ス．、

　　　　生徒 の 紹介な ど を行 っ た 。 こ の ときに 、 写真や ビデ オ 映像 を効果的 に利用す る こ とで 相手を よ り

　　　　身近な存在 と して と ら え る こ と が で き た。

（B）研究テ ーマ の 設定

　電子 メ ール で 各 学 校 で 検 討 し た テ
ー

マ を

交換 し、生徒間 で 協議、調整の 後、今 回 の

プ ロ ジ ェ ク トの テ
ー

マ を 「AIDS 及 び H

IV に つ い て の 学習 」 と 決 め た 。

　 ArDS 及び H 工 V に 関する意識 ア ン ケ
ー

ト調査の 項目を作成 し、 各学校間で協議、

調整 の 後 、 共通 の ア ン ケ ートの 項 目を作成

して 調査を実施 し た。

（C）情 報 の 収集

　 イ ン タ ーネ ッ ト上で の 検索 シ ス テ ム の 利

用、各種 ニ ュ
ー

ス グル ーブの 利用、パ ソ コ

ン 通信 の フ t 一ラ ム へ の 参加、新聞各社 の

　HIV ／ AIDS に 開す る ア ン ケート

以下 のア ン ケー トに お筈 え くだ さい ． 応 え ら れ な

い とこ ろ や、書 け ない と こ ろは 虫 白 で も結 構 で す．
Olあな た に と っ て 「AiDS 」 とは、どんな 印象 を菊 つ

も の で す か 。

02AlDS は ど んな こ と を したら1 ＆する で し ょ うか．

あ ては まるもの に O をつ け て くだ さい 。
8 ．会 話 　b、握 手　 c．屡 染看 の 入 っ た お 麿 呂 に 入 る

d，同 じ食黌 の 使 用　 o，キ ス 　 f．局 じタオル の 使 用

‘，局 しハ ブラ シ の 使用 　h．s ● 翼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HlV ／ AlDS に 闘す る1 鐵 ア ン ケートの
一

部

デ ータベ ー
ス の 検索等を行っ て情報を収集 した生徒は、氾濫 する情報 の 中で 方向を見失い が ち で

あ っ た が 、必要な 情報 を早 く適切 に 取 り出す能力を育成す る機会と な っ た 。

一256一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

　　  ） 情報 の 交換と共有

　　　各学校 で 実施 した ア ン ケ
ー

ト調査の 結果 や 得 ら れ た 情報 を 電子 メ ール や フ ァ ッ ク ス で交換 し、

　　文化 や 社会環境、言語等 の 異な る 学習者間 で、異な る価値鼠や観点か らそ れ らを分析 した 。

　　（E）研究成果 の 発表

　　　フ ァ ク ス や 文字憶報 だ けで な く、グ ラ フ や音声、映像等 を効果的 に 利用 した ホー
ム ペ ージ を用

　　い て 研究成果を発表した 。

　　（F） HlV 陽性と診断 さ れ た青年 と の テ レ ピ 電話を利用 し た交流

　　　テ レ ビ 電話 を用 い た共 同 学習 で は、HIV 陽性 と診断 され た 青年 の 参加 を得 る こ と が で き、エ

　　イ ズ 教育 とそ れ に 伴 う人権 擁 護運 動 な ど を 理 解 す る こ とが で き た。

　B 　活用事例 2 「ビデ オ 会 議を 利用 し た授業」

　　Enhanced　CU−See“e （イ ン タ
ー

ネ ッ トを利用 した ビデ オ 会議用 ソ フ ト）を利用す る 教育用ネ ッ ト

　ワーク に 加 入 し、各種プ ロ ジ ェ ク トで 発言や交流を行 っ て い る 。

　　平 成 8 年 12月 13 日に は、ス ウ ェ
ーデ ン 〔ス ト ッ ク ホ ル ム ） の 学校 で の ク リ ス マ ス 行事 の 中継 プ ロ

　ジ ェ ク トに 参加 し、各国 の ク リス マ ス に 闘す る 情報 の 交換 を行 っ た。

　　そ の 他 、ア メ リカ （ポートラ ン ド州 ）の 高等学校 と の ビデ オ 会議な ど 、 様 々 な プ ロ ジ ェク トに も

　参加した 。

　　通信速度 に よ る 制限 は あ る もの の 電子 メー
ル や WWW に は な い 臨場惑 と即 時性 を有す る ビ デ オ 会

　議シ ス テ ム は、連隔共同学習 と し て 様 々 な可能性を持 つ もの と 期待 さ れ る 。

⇔）成果 と今後の 課題

　 A 　 テ レ コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 導 入 の 成果

　　生 徒 は 、テ レ コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 授業を通 した 交流 で 「使 え る 英語 」を 実感 し、ネ ッ ト ワ
ーク

　を通 し て 世界 へ 向か っ て 自 らが 発言 す る 「発信の 喜び」を知 っ た 。

　　ま た 、 発 信内容 に 関 して 多数の 入 か らの 反応 と 評 緬が 得られ る こ と に よ っ て、自己 評価 の 機会を

　持 つ こ と が で きた り、f共 に 学習 す る こ と 」 に よ る 充実 感 を 得 る こ と が で き た 。

　 B 　今後 の 課題

　　生徒 の 学習意欲を高 め る た め に 、 情報ネ ッ ト ワーク を活用す る ソ フ ト、指導方法及び授業研究 、

　開発を進め る と と もに、実践事例の 蓄積 と 交換が期待 され る 。

　　さ ら に 、テ レ コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン の 導入 に 際 して 、教員 は コ ン ピ ュ

ータ の 操作技術 や ネ ッ トワ
ー

　ク の 知識だ け で は な く、ネ ッ ト ワ
ーク の 中か ら 「何 を」題材 と して 取 り出し 、 「ど の よ うに 」教材

　化す る の か と い っ た 情報活 用 の 能力 が 要求 され る 。

　　テ レ コ ミ ニ ニ ケー
シ ョ ン の 利 用 範 囲 は 広 く、今 後 こ れ を学 校教育 に 定着 させ る た め に も 「ク ロ ス

　カ リキ ュ ラ ム 」、「テ レ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を活用 し た 学習の 評価」等に 関 す る 研究が 必要と な る 。

教育情報ネ ッ トワ
ー

クの あ り方

　児童 生 徒 の 学 習 活 動や 教員 の 研 究 を支援す る 教育用ネ ッ トワ
ー

クは、学校 の 活性化を推進す る 柱 に な る 可

能性 を持 つ もの で あ り、 こ れ を学校 に 定着さ せ る た め に は決し て流行 に 流 さ れ る こ とな く、本府 の 現状 を踏

ま えた教育用ネ ッ トワ
ー

クの 構築や運用 に つ い て 配慮 し な け れ ば な ら な い 。

　 私 た ち の 考 え る 「教 育 用 ネ ッ ト ワーク 整籀 の あ り方 」に つ い て 次 に ま と め る 。

　　　（ア） ネ ッ ｝ ワ
ーク の 特色づ く り

　　　　 A 　 「新 しい 学力観 に 基 づ く学習活動の 活性化」を目指 して

　　　　　児 童 生 徒 が情報を発信す る 場合 に 個人情報保護 の 観点 か ら「イ ン タ ーネ ッ ト活用 の ガ イ ドラ イ ン 」

　　　　を 作成 し、ま た、授 業 や 教 材 研 究で 必 要な 情報 を効率的 に 収集 で き る教育用検索 シ ス テ ム を開発 す

　　　　る と と も に 、 学校間 の コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン を促進す る た め の メ ーリ ン グ リス トや ニ ュ

ー
ス グ ル ーブ

　　　　の 設置 な ど運 用に 関わ る 工 夫をす る こ とが重要 で あ る。

　　　　B 　 「府教育 セ ン タ
ー

の 持 つ 機能や資産が 十分活用で きる 環境づ く り」を目指して

　　　　　研究成 果 や 開発教 材 等 を整備 し、学校 か ら利用 し や す くす る と と もに．、プ ロ ジ ェ ク ｝チ ーム を設

　　　　け、教員と セ ン タ
ー

の 指導主事が共同 し て 教育関連 の 清報サ ービ ス の 充実 を図 る ため に 取 り組 む体

　　　　制 を 整 え る こ とが 重要 で あ る 。

　　　　C 　 「地 域 に 根 ざした ネ ッ トワーク づ く り」 を 目指 して

　　　　　各種の 教育課題 の 解決 に 向け た 情報提供 の 手 段 と し て 地 域 と 連 携 し た ネ ッ トワーク の 活 用 を 促 進

　　　　す る とと もに 、生涯学習の 観点 か ら府 内各市町村 の 教育機関 と 連 擒 した 情報サ ービ ス の 充実 を 図 る

　　　　 こ と が 重要 で あ る。

　　　　D 　 「教員が使い や す い ネ ッ トワ
ー

クづ くり」を目指 して

　　　　　学校 か ら 容易 に イ ン ターネ ッ トに 接続 で き る環 境 を 整 え て 教 育 素材等 の 収集 を支援す る と と も
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　に 、電子 S 一ル や ニ ュ
ース グル

ー
ブの 活用 の 方法 を研究して教員相互 の 情報交換の活性化を図る こ

　とが 重要で あ る。

（イ）
一

過性 の 流行 で 終 わ らせ な い ネ ッ ト ワーク づ くり

　児童生徒の 発達段階 に 応 じ た系統的な情報教育 の 実施 を考 え る 上 で、「ネ ッ トワ
ー

ク に ど ん な 機能

が 必 要な の か 」、「ど うい う使 い 方 が 有効 なの か 」 を 十 分見極 め て ネ ッ トワーク を整備、運用する と

と もに 学校 で の 利用 の あ り方を研究す る こ とが重要 で ある 。 私たちは 文部省 の 施策 や 実践事例等を検

討し て きた 結果、現 在盛 ん に 行 わ れ て い るWWW を 利用 し た情報の 発信や 情報の 収集、検索 だ けで な

く、次の よ う な 活 用 も有 効 で あ る と考 える 。

　 A 　 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 手段」 と して

　　 ・
電 子 メール を使 っ た 共同学習を促進 し、 児童生徒 自らの 情報を積極的 に発信す る能力や表現

　　 す る 力の 育成 を図る 。

　　 ・ ニ ュ
ース グ ル ープを利用 し た学習 の 中 で 学校 の 枠 や 世 代 を 越 え た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン を 通 し

　　 て 開 か れ た 教室 を目指す。

　 B 　 「情報 サ ービ ス の 手段 」 として

　　 ・
教育用 ソ フ トや 教育用素材 を始め各種教育情報を学校 の 要求 に 応 じ て瞬時 に 提供す る こ とに

　　 よ っ て 教室 で の 豊富 な 教材の 提示 を 可 能 に し、授業 の 活性化を図 る 。

　　　 教 材 を 整 備 、蓄 積す る こ と に よ っ て 遠隔教育 を可能 に し、不登校 や 病気 な ど で 学校 に く る こ

　　 と が困難な子供 の 学習を支援す る 。

大阪府教育情報ネ ッ トワ
ーク の 概略

大 阪府教育セ ン タ
ー

ま と め

　高度情報通 信社会 に お け る 学 校教育の 活性化 、 高齢化社会の 進 展 に 伴 う 生 涯 学 習 の 充 実、国 際化 ・情報化

な ど 社会 の 変化 に 主 体 的 に 対 応 で き る 能 力 ・
資 質 の 育 成等 が 急 が れ る昨今 の 状況 の 中で 、こ れ を成し遂げ る

一
つ の 大きな手段 と して 情報 ネ ッ トワークの 整備を教員、教育関 係者 だ け で な く、多 くの 児童生徒及 び 保護

者 が期待して い る と考 え られ る 。

　私たち は 、こ れ らの 大 きな期待に 応 え る ネ ッ トワークづ く り を 目指 して 、イ ン タ
ー

ネ ッ トの 活用事例や 教

育 用 ネ ッ トワーク の 整備 の あ り方 に っ い て 研究 し て き た。

　イ ン タ
ー

ネ ッ トの 教育利用 は 、今始 ま っ た ば か りで 、学校で の 活用 に つ い て は 今後 も継続的 な 研究が 必要

で ある と 考える 。 特 に 、 教科
・
科 目で どの よ う に 利用 で き る か とい う視点か ら、

　　・
ネ ッ トワーク を 利 用 し た 児 童生徒 の 発信能力の 育 成 を 目指 し た教 材 や 授業 方 法 の 開 発、評 価 及 び 蓄積

　　・イ ン タ
ー

ネ ッ トに 提供 さ れ て い る 教 育 用 素材 の 教 材化や 教材 と して の 利用方法 の 開発、 評価及 び蓄積

に つ い て の 実践や 研究が 待たれる。
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資料　府立 X 高等学校の遠隔共同学習の 実践

テ　 ー　 マ 学　 　習　 　内　 　容　 等 メ デ ィ ア

リサ イ ク リ ン グ ・
資源 節約 、環境 保 護の た め に 日常的 に 行 っ て い る リサ イ ク リン グ遅 動 に つ い

て の 情 報 を交換 した 。
　そ れ ぞ れ の 国 や 地 域で の リサ イク リ ン グ遵 動 に 関 する意 鐵 や シ ス テ ム を学習

　した昏

パ ソ コ ン 通 信

イ ン タ
ー

ネ ッ ト

テ レ ピ電話

ゴ ミ処理
・
高校 生 が 一

日 に 出 す ゴ ミ を不燃、可燃、生 ゴ ミ、リサ イ ク リ ン グ 可 能 ゴ ミに

そ れ ぞ れ 分 別 し て 計1 し たデ ータ を交 撲 した。
各国、各地 域で の ゴ ミ 処理 シ ステ ム に 闘す る 情報 を交換 し て 比較 検討 し た♂ 有

料、分 別、リサ イク リン グ等 〕
・ゴ ミ廼 理に 関す るア イデ ィ ア や 提 冒をそれ ぞれ メ ッ セ ー

ジと して交換 した。
・
消費毒 と して ゴ ミ処理鬪 題に 闘 する意餓を高め た 。

イ ン タ ーネ ッ ト

（空 き缶 が 敵 乱 して

い る道 路 や ゴ ミ 処 理

場の 写 真等 ）

フ ァ ッ ク ス

絶 鹹種
・各地域 で 絶滅 の 危撤 に 瀕 して い る動植 物 を紹 介 した。
・そ れ ぞ れ の 環 境、社会、歴 史的 背景に 関す る情 報 を交換 した。

イ ン タ ーネ ッ ト

（絶 滅種 の 写真等 1

酸 性 雨
・
各地蝦 で 溺定 し た 雨 承 の pH 饐 の デ ー

タ を交換 し た 。

・
酸性 雨に よ る 被害 や 彰響 を 隅査 して 報告し た。

イ ン タ ーネ ッ ト

（凋壹 した 装 害 状 況

の 写 真 や 映像 等 ）

身近 な環 境
・
身近な と こ ろ で謡 題 と な っ て い る 現境問題を鋼査 して 鞭 告 した。
・
そ れ ぞ れの 問 題 に 対す る 意 見や解決の た め の ア イ デ ィ ア 等を交換 した 。

イ ン タ
ー

ネ ッ ト

（実態 調 査 の 写 真 や

映像 等 ）

学腔 生 活 ・穀科 学 習、課外 活動、生徒 会 話動、学 校行 事、校 則等 に 闘 す る惰 報 を交 換 し

　た ．
イ ン タ ー

ネ ッ ト

（文化 祭 等 の 学 校 行

事 の 映像 等 ｝

高校生活
・
趣 味、小逮 い 、遊 び 、デ ー一ト、ボ ラ ン テ ィ ア 活動 等 高校 生 の 闘心 事 や 話 題 に

関す る 携報 を交換 し・た。
パ ソ コ ン 通信

イ ン タ ーネ ッ ト

地域紹 介
・
各 地 域 の 様 々 な 話 題 や人 気 の あ る 場 所 等を紹 介 し た 。
各地域特 有の 伝統 や習嶺、行事 等 を紹介 した g

イ ン タ ー
ネ ッ ト

フ ア ッ ク ス

学習発表会 ・各 教科科 目の 学 習 の 成果 〔レ ボ
ー

ト、絵文、ス ピ ーチ 、美術 作品 等 ） と そ れ

に 対す る 評価 や コ メ ン ト等 を交換 した 。
イ ン タ ーネ ッ ト

フ ァ ッ ク ス

食生 活
・
各地 畷 の 伝続 的な 食 ぺ 物 を 、モ の歴 史的 背 景 や 行 事 等 と と もに 紹介 し た 。
・一

日 の 食事 内容を分析、測定 し 、食物栄養素 ごとに デ ータ をま とめ て 隋報 を

交換 した 。
．
食 生活 に 起 因 し た 地 域特 有 の 病 気や 疾 病等 に 関 す る調 壹 を行 っ て 情報 を交 換

　した。
・バ ラ ン ス の よ い 食生 活の た め の 提 言 や メ ッ セ ージ を交 換 した 。

イ ン タ
ー

ネ ッ ト

テ レ ビ電 蕗

社会 擂祉
・
障害 を有 す る人 々 の 抱 え て い る 様々 な 問題 に つ い て意 見を交換 した。
・
各 地埴 で 、障 害 を 有 す る人 の た め の 施 設 設 備 が ど の よ う に 整備 され て い る か

調査 し、その 実 帳 を報 告 した。
・
障害 を有 す る 人に と っ て 住み よ い 社 会 と する た め の 提 言 を 行 っ た 。

パ プ コ ン 通 信

テ レ ビ電話

高齢 者
・各 地域 で の 高 帥者 の 入 ロ 比 を調査 し た り、高齢 者 の 抱 え る 問題 を そ れ ぞ れ の

社会 背景 と 共 に 凝査 して 情報 を交換 した。
・21世 総の 高 齢者 問題 に 対 処す る ため の 提 言 を行 っ た。

パ ソ コ ン 通 信
フ ァ ッ ク ス

人櫨
・
性差．別 や人種 差尉等 の 人 権問題 を取 り上 げ、情報 や息 見 を交 換 した。
・人権 問題 に 閥す る新聞 記 事等 を共 に 銃み、事例研 究 を行った b

パ ソ コ ン 通 信
テ レ ビ竃話

ニ ユース 交換
・
現在 最 も話 驢 とな っ て い る 各地 城の 時 事問 題 を齠 分 し、慧 見 を交換 し た 。 イ ン タ

ー
ネ 7 ト

（ニ ュ
ー

ス 映像 等 ）

ク エ ス チ ョ ン ボ ッ ク ス 単発的 な質悶事項 を気軽 に メ
ー

ル で 交換 した。
（例 ｝「コ ー

ラは 一街何 ドル し ま す か ？ 」等

パ ソ コ ン 遁 偖
フ ァ 7 ク ス

エ ネル ギ ー ・漂子 力エ ネル ギーは是 か非 かの 情報 や意 見を交換 した。
・
各国 の エ ネ ル ギー問 題 と 将来 へ の 提 言 をし た 。
エ ネル ギ

ー
節約 の た め の ア イデ ィ ァ を 交換 した 。

イ ン タ ー
ネ ッ ト

バ ソ コ ン 通 摺

エ イ ズ 教育
・AIDS や HIV に 開す る様 々 な 問題 を学 習 し た。
　AIDS や HlV に 闘する 意鏃獅査 の 結 果 等を堯表 した。

イ ン タ
ー

ネ ッ ト

テ レ ビ電韜
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